
保健部便り（ヘルスケアマネジメント） 

コロナウイルスとの闘い「戦争」ではなく「共生」を 

 

戦争にもたとえられてきた、ウイルスとの闘い。猛威を振るう新型コロナウイルスは、

世界中の政治や経済を混乱に陥れています。私たちは、この脅威とどう向き合えばよいの

でしょうか。現場での経験を通して、“戦争”ではなく「ウイルスとは共生が必要」と語る

専門家がいます。医師として、感染症が流行する世界各地の最前線で活動してきた長崎大

学教授の山本太郎さんです。（ニュースウォッチ９ 和久田麻由子 西山泰史） 

 

和久田 

そもそも、ウイルスというのは自然界からもたらされるものですよね。 

 

山本教授 

そうです。生態系への人間の無秩序な進出であるとか、地球温暖化による熱帯雨林の縮

小、それによる野生動物の生息域の縮小によって、人と野生動物の距離が縮まってきた。

それによって、野生動物が本来持っていたウイルスが、人に感染するようになってきた。

それが、ウイルスが人間の社会に出て来た原因だろうと思います。生態系と人間のつきあ

い方というか、開発という名の下に生態系に人が足を踏み入れ、野生動物が本来住むべき

生態系を温暖化なんかによって狭めている。そうしたことが合わさって、人と野生動物の

距離がすごく近くなって、ウイルスを野生動物から人に持ち込む大きな原因になっている

ということなんだと思います。そしてもう１つ、そうしたウイルスが出てきたところに、

グローバル化があって、人口の増加、都市の出現で、人の移動が加わって、世界同時パン

デミックに至ったと考えています。 

 

和久田 

開発に伴って、新型コロナウイルス以外にも、新たなウイルスというのは見つかってい

るものなのでしょうか。 

 

山本教授 

過去 100 年で見ると、エボラウイルスもそうですね。エイズも野生動物から人に入って

きて、パンデミックを引き起こしたウイルスとして知られています。 

 

 

 



感染症が変えてきた社会 

 

私たちの人間の営みが、未知のウイルスを人間界にもたらしてきたと指摘する山本さ

ん。パンデミックのあと、社会が一変した過去の例についても語ってくれました。 

 

山本教授 

中世のペストの流行は、中世ヨーロッパ社会を大きく変えていきました。ペストはヨー

ロッパの人口を３分の１ぐらいに減少させたんですね。そして、流行を抑えることができ

なかった教会の権威が失墜して、一方で、国民国家というのが出てくるきっかけになっ

た。ヨーロッパの中世は終えんを迎えて、近代が始まるということが起こったのだと思い

ます。今回の新型コロナも、コロナ終息後の世界をおそらく変えるというか、いまと違う

世界が恐らく現れてくるのではないかと個人的には思っています。 

 

和久田 

開発を進めてき

た人類は、方針転

換を迫られている

ということにもな

るのでしょうか。 

 

山本教授 

どう変わってい

くかは別として、

個人的には、発展

を至上とした価値

観というのは、変わる時期に来ていたのかなという気がしています。必ずしも発展という

ことではなくて、環境の中において、我々が変わりながら常にそこに適応するというか、

その中で生きていく、生き方を模索する。経済的な拡大とは違う価値観であるべきなんだ

ろうという気がしています。持続可能な開発がおそらく必要なんだろうと思うんですね。

人間が地球の中で、こんなに多様な環境の中に進出できたのも、我々が感染症に対する免

疫を失わずに獲得してきた結果である。そういう意味では、今回のコロナウイルスについ

ても人的被害を最小にしつつ、集団としての免疫を獲得していくっていうのが、目指すべ

き方向だと思っています。 

 

 



ウイルスとの「共生」 

 

山本さんは、著書などでたびたび「ウイルスとの共生が必要」としてきました。その真意

を聞きました。 

 

和久田 

世界や日本で、日々苦しんでいる人がいる状況を見ると、なかなか「よし、共生しよ

う」という気持ちにはなれないんですけれども、山本さんの真意を、私たちはどう理解し

たらいいでしょうか。 

 

山本教授 

私たちが自然の中の一員である限り、感染症は必ず存在する。まず、第１の論点は、感

染症は撲滅できない。撲滅できないところで感染症とつきあうにはどうすればよいか、そ

れは全面的な戦争をすることではなくて、ウイルスの感染に対して、人的被害を最小化し

つつ、ウイルスと共生していくことなんだろうと考えています。ウイルスが打ち勝つ相手

かどうか、たぶんそこが一番重要な点かも知れないと思います。我々はウイルスの被害を

最小化したいんですけども、ウイルスを我々の社会の中に取り込んで社会全体が免疫を持

つことによって、社会自体が強固になっていく。そんな視点が必要なのかなと思います。

目指すべきはウイルスに打ち勝つことではなくて、被害を最小化しつつ、ウイルスと早く

共生関係に入っていくということではないかなと思います。 

 

和久田 

撲滅ではだめなんですね。 

 

山本教授 

回避しなくてはならないことというのは人的被害をもたらすこと、あるいは、社会機能

の破綻をもたらすことであって、感染症そのものが存在することではない。社会機能を破

綻させなければ、我々はうまくつきあっていける可能性があるわけです。そのために、い

まある知識あるいは技術を使っていくことが大切だろうと思っています。 

 

希望をどこに見い出すか 

 

和久田 

最後に、いま感染症の流行で混とんとしていますけども、私たちの社会に明るい未来と

か希望をこれから見い出すとしたら、どういうところに見い出しますか。 

 



山本教授 

すごく難しい質問で、答えがないのかもしれないんですけれども、たぶん、１人１人が

希望を持っているっていうことが、将来に対する希望になる。１人１人が明るい未来を思

い描くことによってしかたぶんできなくて、未来が暗いものであると考えている中では、

明るい未来は絶対来ないと思うんですよね。未来への希望ってすごく大切で、昔、アフリ

カでエイズ対策をやってたんですけれども、なかなかうまくいかない。それは（患者が）

10 年後の自分が想像できないから。10 年後には、エイズじゃなくても飢餓とか暴力と

か、戦争とかで亡くなっているとすれば、「10 年後にあなたが生きていくために、今エイ

ズの予防しましょう」という言葉が、むなしくしか響かなかったんですね。社会がどうあ

るか、どう変わっていくか、どういう希望のもとにあるべきかっていうのは、１人１人の

心の中にあるような気が個人的にはします。そういう意味では、今、大変な状況なんだけ

れども、その次の社

会をどういうふうな

社会にしていけばい

いかっていうことを

考えることによっ

て、それが未来への

希望につながると思

います。 

科学者である山本

さんが、「希望が大

切」とおっしゃった

のがとても印象的で

した。新型ウイルスのあとの社会を、希望を持って想像することで、あすからの行動につ

なげていくという、非常に大切なメッセージだと感じました。 

 

最後に 

新型コロナウイルスに関わらず感染症の予防は、マスクの着用、手洗い、うがいをして

ください。早寝早起き、３度の食事など、免疫力を高めるために、必要に応じてしっかり

と睡眠をとり、お菓子や甘いものは時々、ビタミン・ミネラル・カルシウムや食物繊維な

ど、できる限り栄養価の高いものを摂取するようにお願い申し上げます。 
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